
・前期の決算概要および今期の業績見通しにつきましてご説明いたします。
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・はじめに、前期の決算概要についてご報告いたします。
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・前期の実績です。15年3月期の厳しい業績から、前期は売上、利益ともに前年
を大きく上回り、売上高6,015億円、営業利益143億円、経常利益150億円、親会
社株主に帰属する当期純利益106億円となりました。売上高が6,000億円、当期純
利益が100億円を超えたのは、当社グループとしては初めてとなります。
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・当決算の主なポイントはこちらの通りです。引き続き原材料、原料乳コストが
前年に比べ8億円と30億円、合わせて38億円と大きく上昇しました。過年度から
のコスト上昇分と合わせた影響は大変大きく、内部努力・自助努力で全て吸収す
ることができず、昨年の3月、4月に2008年、2009年以来となる価格改定・容量変
更といった価格政策に取り組みました。

・プロダクトミックスにつきましては、容量変更などによるものだけではなく、
プレミアム訴求が成功した冷菓の「モウ」あるいはギリシャヨーグルト「パルテ
ノ」の拡大によって、収益改善を図ることができました。

・一方、販売促進費につきましては、主に第4四半期に広告投入を増やしたこと
により、前年に対し7億円の支出増となりました。これは、今期に向け、新商
品・主力商品を中心にTVCMや交通広告などを積極的に展開したことによるもので
す。

・これらにより、営業利益としては、前年に対し75億円の増益となりました。

・なお、遊休土地の売却など、特別利益として固定資産売却益を55億円計上して
おります。
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・前期の営業利益ベースでの増減要因を示したものです。従来は経常利益で情報
開示をしておりましたが、今回より営業利益での開示に変更しております。

・営業利益75億円の増益の内訳としては、青色で示しました増益要因が130億円、
赤色の減益要因が55億円となります。
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・こちらは、前期よりスタートしました5年間の中期経営計画において定めてお
ります、将来に向けた4つの事業の柱ごとの売上高、営業利益を示した表になり
ます。当社グループの収益構造をよりご理解いただくため、このような形で新た
に数値を示させていただきました。

・なお、各事業内における連結子会社を含めた集計としたことや外部環境変化に
合わせて社内組織や商品の区分変更をしたことなどにより、これまでお示しして
きた各事業の売上高合計値とは一致しておりませんが、ご容赦ください。
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・ＢtoＣ事業における商品分野別の販売実績となります。こちらは単体での実績
値となります。

・前期は、春に実施した価格改定・容量変更後の数量減を懸念していましたが、
冷菓、ヨーグルトなどを中心に堅調に推移しました。一方、主力のマウントレー
ニアやリプトンが苦戦したチルドカップ飲料、チルド紅茶は前年を下回りました
が、新商品の投入やプロモーション活動を強化したことにより上期に比べ下期は
改善しました。
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・続きまして、今期の業績見通しとポイントについてご説明いたします。
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・前期よりスタートしました5年間の中期経営計画の4つの基本方針となります。
2年目の今期、方針に沿って着実に取り組んでまいります。
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・中計期間中の4つの事業の柱の売上高、営業利益の計画です。最終年度となる4
年後の2020年3月期においては、売上高6,400億円、利益については従来は経常利
益230億円という計画値を公表しておりましたが、営業利益での公表に変更し225
億円、当期純利益120億円を目標としております。
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・今期の業績見通しです。売上高5,900億円、営業利益164億円、経常利益170億
円、当期純利益82億円の計画です。

・後ほどまた補足でご説明いたしますが、子会社の事業譲渡による減収を約140
億円、また、商品数の削減など選択と集中に取り組み、今期は減収となる計画を
組んでおりますが、これまで強い向かい風であった原材料コスト上昇が一段落す
ることなどから、営業利益では2桁の増益を見込みます。なお、当期純利益につ
きましては、前期計上した大きな固定資産売却益がなくなるため、減益となる見
込みです。
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・今期は、商品の育成、強化を最大のテーマと設定し、取り組みます。

・まず、当社の主力商品の中で特に成長が期待できるものの一つに、ギリシャ
ヨーグルト「パルテノ」があります。2011年の発売以降、これまで順調に成長を
続けてまいりました。特に前期につきましては、アイテム数の拡大などにより、
前々期と比べ約2倍の伸びとなり、一市場を築くところまで成長してきておりま
す。昨年11月に供給能力を高めており、日本におけるギリシャヨーグルトのパイ
オニアとして、更なる拡大を図ってまいります。

・また、アイスクリーム「パルム」は、これまで製造ライン数を2ライン、3ライ
ンと増やして需要増に対応してきましたが、夏のピーク時の供給が不安定な状況
にありました。そこで、この夏に向け更に1ライン増やし、安定供給できる体制
を整えます。

・新商品では「マウントレーニア リッチカフェラッテ」を3月より展開しており
ます。コーヒーとミルクの質・量・製法全てにこだわり抜いた、マウントレーニ
ア史上最も贅沢なカフェラテです。容量も従来品の240mlからサイズダウンした
新容量180mlでの展開とし、高付加価値市場の獲得を目指します。
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・当社の持つ機能性を付加した商品の展開を加速させていきます。

・アロエベラから抽出した希少な美容食品成分「アロエステロール」を配合した
新商品「アロエステ」シリーズは、ドリンクタイプ、個食タイプ、2つのヨーグ
ルトで展開しております。拡大を続ける機能性ヨーグルトの市場において、健康
をサポートするものが主力となっている中で、美容という新たな視点に特化して、
認知を広めてまいります。

・また、機能性表示食品として、現在4品の展開をしております。それぞれ、当
社独自の「ビフィズス菌BB536」を配合しています。

・昨今、腸内フローラという言葉がメディアで特集される機会が増えており、腸
内環境の重要性、ビフィズス菌や乳酸菌が持つ力に対する認知度が高まってきて
おります。おいしさと機能性を併せ持つ商品への期待が高まる中、当社のＢtoＣ
商品としての展開はもちろん、ヨーグルト以外でも乳酸菌を摂取できる味噌汁、
パン、クッキーなど、ＢtoＢチャネルでの機能性商品の拡大によって、より大き
く広げていきたいと考えております。
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・国際事業としては、2014年よりドイツ・ミライ社の新工場への投資を行ってき
ましたが、この秋より稼働開始を予定しています。高付加価値を付けたＢtoＢ向
け乳原料製品の拡充を図ってまいります。

・また、粉ミルクやサプリメント向けなど、乳原料製品の需要は今後も更なる拡
大が見込まれており、東南アジア・太平洋地域で展開するメーカーへの販売を強
化するため、4月よりシンガポールの新会社での営業をスタートさせました。

・その他、海外での粉ミルク事業については、毎年2桁での成長を続け、輸入品
市場でのNo.1シェアを持っているパキスタンへの輸出をはじめ、先を見据えた展
開を更に強化したいと考えています。
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・資産効率の改善と合理化も進めます。

・まず、経営資源の集中を図るため、昨年子会社デイリーフーズの事業の一部を
売却いたしました。これにより、今期の連結売上高は約140億円減少する見込み
ですが、採算性の改善による効率化を見込みます。

・また、品種削減など、商品の選択と集中を進めます。今春の新商品数は昨年に
比べ約3割減らし、投入資源の集中を図っています。さらに、全体の商品数とし
ても100点ほど減らす計画を組んでおり、既に終売したものとしては、低採算商
品であった「多層デザート」などがあります。

・今期は、高コスト体質、低収益体質からの脱却を課題として取り上げ、価格競
争に陥るのではなく、価値の提供に重きを置いた取り組みを進めてまいります。

・また、中計の方向性に沿う形での組織体系の変更や、販売、生産部門における
組織再編を行いました。

15

・設備投資額、減価償却費などの推移は表の通りです。ドイツ・ミライ社の設備
投資を進めており、投資額が増えております。また、償却費につきましては、今
期は前期より少し増える見込みです。

・株主還元、中でも配当金につきましては、現在、1株あたり7円の配当を継続し
ています。安定配当を資本政策の基本としておりますが、経営環境や株式市場の
変化に対しても注視し、状況に応じて柔軟かつ機動的に対応したいと考えており
ます。足元では将来のための設備投資やB/S改善に重点配分するという考えを
持っており、将来的には利益成長に応じた株主還元を検討してまいります。
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・社会貢献活動も継続して取り組んでまいります。

・熊本地震では、当社グループ会社であります熊本乳業での製造にも影響があり
ましたが、5月9日より順次製造を再開しております。
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・今期の営業利益ベースでの増減要因を示したものです。

・売上数量増につきましては、商品数の削減などによる減収の一方、新商品、主
力商品での売上増を見込んでおります。

・ローコストオペレーションとして製造経費の合理化などに取り組む一方、管理
経費等の増加で6億円のマイナスを見込んでおります。これは外形標準課税の税
率変更や健康保険料率の変更、退職給付費用等の増加を織り込んだものです。

・原材料価格につきましては、主に為替差を見込んでおります。

・前期に比べ、21億円の増益を計画しております。
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・4つの事業の柱ごとの売上高、営業利益の今期の計画となります。

・各事業それぞれにおいて、増益に向けて取り組んでまいります。
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